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+水車の放水路佐藤譲之良

特許 第799143号(特公昭50一川695号)

本発明は,水車の寅放水路でのi允水の排

棄損失の低減と,放水路設置のための土木

工奉賛の経済化を図る放水路の構造に関す

るものである｡

近年,発`荘設備は地下に埋設されること

が多くなっているが,特にこのような設備

ではその放水路が数百メMトル以上になる

場fナがあり,1充水の排来校ジミが長安な問題

となってし､る｡排葉桜リミは水の流速をⅤと

したときV2/2タで表わされ,放水路の往を

人きく してⅤを′トさくすればよいことが分

かる｡

しかし,放水路径を人きくすることはそ

の埋.没二L木工賛が膨人なものとなるため.

他力その径は′トさく したい｡

二の発明では,放水路.1H[+の拡大部形北

と放水路径とが排棄捕一失に影響することに

末日し,それらの関係を実験によr)求めた｡

拡大部が円形の場合その径をβ,1三門形の

場合長軸をα,短軸をム,長方形の場合各

辺をc,eとして,出[Ⅰ部円形のときd=

(去～÷)β,長円形のときd=(去～÷)

J示氏方形のときd=(去～÷)ィ･ノ‾ce/妄とし

た｡
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すなわち,放水路律をdとし(放水路がドj

形でないものについては,その断面桜が苧

しい断血枯をもつ等価円の往とする),=u 図l放水路の平面図

また,出口部円形のとき出口拡大角をα

としα=2tan-1覧卓=8～300とする0
このような以上の関係を満足すれば,放

水路長さ1501n,放水路内径6mの従水例

では排棄損失1.9%を0.3%にi成少すること

ができ,また放水路径の縮′トができた｡
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電力系統の電圧安定判別法

シミュレーション)
日立製作所 阿部重夫･磯野 昭

電気学会論文誌 51-B,23(昭5卜4)

我が凶の電力系統は近年士壬批i馳大谷量送

`左化の傾向にあるが,二のため負荷竜J主の

静的な安定怖が系統の安定連用の観点から

重要な問題となって〈る｡

筆者らは,静的解析法に進づき.電圧安

定条件を導いたが,本論文では,二の安定

条件の妥当性を検証するため,2機2負荷

系統､4機13ノード系統,6機28ノード系

統でディジタル シミュレーションを行ない,

以下のことを確かめた｡

(1)2機2負荷系統で,系統条件を電托安

定限界付近に設定して,電源電圧をステッ

プ0状に低下させて電圧不安定現象のシミュ

レーションを子fなった｡負荷の動柑件を時

定数4秒の一一次遅れとしたとき.負荷電圧

は最初は徐々に,次いで急迫に低卜して,

電圧崩壊までにほほ'700秒かかっており,

負荷の時定数が4秒であるのに比較して触

めて良く,実際の系統での電圧不安;王規範

が極めてゆっく りした現象であることとの

対応をつけることができた｡

(2)電止安定領域は,ヤコピアン行列の位

柑に関する微分項を消去して,縮′トLた縮

小ヤコピアン行列がほぼM行列となる令貞城

である｡

Mイ川Jとなることを規定する条件のうち,

行列式の伯が止となる粂什が址も崩れやす

い条件であるため,通常の安定判別は,(縮

小)ヤコビアン行列の行列式がjEか否かで

行なうことができるが,不安左側でも行列

式の値が止となることかあー),厳密には,

縮小ヤコピアン行列が,はぼM行列になる

か否かを調べる必要がある｡

二の点からも,ヤコピアン行列の行列式

の値が正ならば安定とするVenikovらの安

定条件は,必要条件であることが分かる｡

(3)M行列の粂什は,行列の行和,あるい

は列和のうちで負のものが生ずるために白1

れるので,電圧安定性向_L対策を行なうべ

きノMドは,縮小ヤコピアン行列の行和,

あるいは列和のうちで負となるもの,特に

殻も小さいものに対んむするノートて､ある｡

(その2･計算機

二の妥当惟は,6樅28ノード系統で行和,

列仰とも克之′トとなっている/一卜に`左力を

供給Lている迷`左様のり7クタンスを姿化

させて,行和(列和)を求めた数値計算によ

り例証きれた｡

(4)′さに庄安定限料ま,(縮小)ヤコピアン行

列の行列式が0となる点である｡しかし,

行列式の値そのものは村村量であり,右左

度余裕の絶対的な臼安とはなり柑ない｡そ

こで(縮小)ヤコピアン行列を,負荷を線形

負荷と佃;宣したときの行列式の値で規格化

したものを,安定性余裕の指標とLて用い

る｡

6機28ノート系統でのシミュレーション

で,安定限界近傍での(縮小)ヤコピアン行

列の行列ンじの値は,6.0×103`)と極めて大き

い値となったが,規格化すると 0.063とな

り,また安定l収界付近では,粗相化Lた値

は急速に0に近づくので安定限界の検汁1が

可能となる｡
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防災用日立キユーピクル式自家発電設備

(日立サンバワー)
多数の人々が集まる場所では災害の

発生時,人命を守ることは,他の何に

もまして重要事である｡そのため,｢消

防法+,｢建築基準法+で該当対象物に

消火栓設備,スプリンクラー設備など

の消火設備,非常用照明装置などの避

難設備の設置が義務づけられている｡

｢日立キユーピクル式自家発電設備+は,

これら設備･装置の電源として優れた

表l 主な仕様

威力を発揮するもので,消防庁告示第

5号で定められた基準に合致する〔自

家発電設備認定委員会認定品(図1)〕｡

l.主な特長

(1)最新の｢消防法+(消防法告示第5

号昭和50年5月28日)に適合した製品

である｡

(2)機関,発電機,利巧卸業置,その他

イ士 横
機 種 QDE-10

kVA 16/20

QDE-20

25/30

QDE-30■ 1 0DE-50

35/40

QDE-80

60/70 川0/l】5

l

‡

l

慈‡造語
∴､遂-こ'ご箋書1:ミミ､‾ユノゾ=¶
議
〉を等

∃…
‾｡∧:滋モー､一三ご∴-て労う1栄一 く

■類至芸雷5､′､;′‾ん､､､暇三‾Y:､r
∫こ､;竿き三軍野ご芋軍書撃軍撃空竪瀾

出 力
kW 12.8ハ6 20/24.0

電 圧(∨)

28/32 48/56 80/92

200/220

周 波 数(Hz) 50/60

回 転 数(rpm) l′500ハ′800

力 率 0.8(遮れ)

単相100/=0V 0.5kW l.OkW 卜5kW

制 御 装 置 一体組込形(静止励磁装置付)

機 関 名 称 日産SD-22 日産SD-33 日野DM100B 日野DS70A 日野DK10A

機関〕重続出力(PS) 2り26 32/39 44.5/54.5 75.5/90 121ハ39

機 関 形 式 直列立形水冷式4サイクル

バ ッ テリ
ー 据置形鉛害電池(HSE形)本体組込

燃料タンク(り(本体組込) 30 30 3〔〉 95 95

図】 巨万災用日立キユーピクル式自家発

電設備(日立サンバワー〉

運転に必要な装置がすべて一つの外箱

にコンパクトに収納されている｡

(3)機関及び制御装置などの保守点検

が容易にできる(消防庁告示第3号に

規定された点検が容易)｡

(4)電圧AC200/220V(50/60Hz)と

AClOO/110V(50/60Hz)単相(/ト容

量)が同時に使用できる｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所･機電事業本部)

HIFICS-30形;総合操作盤

HIFICS-30形総合〕彙作盤は,延べ

面積10,000m2以下の中小規模ビル向け

の防災設備として開発したものである｡

従来は,｢建築基準法+により防災セン

タを設けて集中監視制御することが義

務づけられている高さ31m以上の高層

ビルや広さ1,-000m2以上の地下街など

を除いた中′トビルでは,防災設備の制

御機器がばらばらに置かれている場合

が多く,取付スペース,工事性及び操

作性レイアウトが必ずしも良好なもの

ではなかった｡このため,これら中小

規模ビルを対象に,｢消防法+などで義

図I Hl口CS-30形総合操作盤(形名

HIFICS-30 F242の例)

表i 主な仕様

形 名

実 装 区 分 仕 様
寸 法(mm〉

重量

(kg)

自 火 幸艮部 非常放送部 オ プ シ ョ ン 部

自火報 防排煙 定 格 出 力 関連言支 エレベ インタ

幅 高さ 奥行[司 線 匝]線 出 力 回 線 備作動 一夕管
ホ ン

(回線〉 (回線) (W) (局) 表示 制(台) (回線)

HIFICS-30F242 24 12 120 12 18 4 12 l′220 570 250 約85

HIFICS-30BIZl 12 6 60 6 ノ/ 約75

HIF-CS-30N242 24 /
/J 了6() // // 約55

川FICS-30Nt21 12 // // // 〝 約50

〉主:自火幸艮=自動火災幸最知機

番づけられている設備を中心に最も必

要とされる自動火災報知設備,防排煙

制御設備,非常放送設備,エレベータ

監視,イ ンタホンなどを壁掛形のき

ょう体に一体にまとめ,機台削生の向上

を図った新製品を開発し,シリーズ化

した(匡=)｡

1.主な特長

(1)監視,操作性の向上

関連設備を一つのきょう体にまとめ,

操作スイッチ,確認燈などのレイアウ

ト,意匠及び使用部品などの統一化を

行ない,監視及び操作性の向上を図,つ

た｡

(2)防災センタ室が不要

小形壁掛形にしたので,防災センタ

のような特別な部屋を必要としない｡

(3)保守性が良い｡

保守は,すべて前面パネルを開くこ

とにより可能な構造とLたので,保守

サービスが容易である｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 通信機事業部)
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日立排煙.フアン

排煙フアンは,火災により発生する

煙を除去し,｢建築基準法+,｢消防法+

に定める人命の安全と消火活動上必要

な排煙設備の中心機器で,その機能は,

迅速で確実な作動を持ち構造的にも急

激な温度変化に長時間耐えなければな

らない｡

日立排煙フアンは,システムに応じ

た豊富な機種をそろえ,｢建築基準法+

に準拠した機能,構造を持ち,そのハ

ード面の優秀さは,財団法人日本建築

センター評定品第一号になるなど,信

頼性の高い防災設備機器そある｡

表l 主な仕様

1034

】.主な特長

(1)耐熱可葺造である｡

(2)評定品,又は評定準拠製品で信頼

が高い｡

(3)容量選定範囲が広い｡

(4)原動機選定範囲が広い｡

(5)機種が豊富である｡

2.主な仕様

表1に｢日立排煙フアン+の仕様範

囲を,図1に｢日立ダクト フアン+,図

2に｢日立ユニライン フアン+及び図

形式

項目
機種

遠 心 式 軸 充 式

シロッコ ファン ワイド ファン ターボ ファン ダクト ファン フロベラ フアン ユニラインファン

温度.時間 260-2BOOc,30分

出 力(kW) l.5～30 へ-45 ～75
0.2～2.2 0.4-22 0.75へ75

電 ;凍 2DOV/220V,55/60Hz,3≠

風量(mソmin) 120～l′000 ～400/-580 【20～【′080 【ZO-2′0□8

風圧(mmAq) へ･100 6ローZOO 150へ･400 ～25 ～【00 ～200

大 き さ ♯3～#8 400-l′000≠ 40ローl′0809i 500-l′850≠

排煙機形式 PAS-RH PAW-RH POT-RH(CH)【 sF AP-M AT-RH

右巨煙 方 式 集中方式 ユニット方式
ユニット方式
(集中方式)

集中方式

島区 動 電動横.エンジン 電 動 機

_防災委員会認 定
申 請 中

認定済み

匡方災-BC+一5l
申 請 中

;遠く藩､蓮′即

こ､′靡転丁､ノポ

≡､琵慧岩ぷ

図】 日立ダク

トフアン(モー

トル直結馬区動)

区12 日立ユニ

ライン ファン

(モートルベルト

焉区動)

図3 日立多巽

フアン(エンジ

ン ベルト馬区動)

3に｢日立多翼フアン+の外観をそれ

ぞれ示す｡

(日立製作所 商品事業部)

.日立消火ポンプユニット
この度,｢消防法+関係法今の大幅な

改正に伴い,消火設備の規制が強化さ

れ,屋内消火栓設備用ポンプ及びスプ

リンクラー設備用ボン7eなど加圧送水

装置に,多くの装備,機器類を設備す

ることが義務づけられた｡

日立製作所は,これら｢消防法+諸手去

過熱防止装置 呼水槽

フレ

凝･一,無才(オりフィス方式)ェポキ
に二二～ヱ′謹

減水警
バ几ブ ∴J羞 自動給

'‾､､､､j､マ〝÷ニ主物箪
ふナ,;ン′三

キシフルパイプ
こ､≡ミテラ′､′-′弓

金属性 ■∃≒ 妄

む凝一ご索弓テこ

吐出い妾続管
_‾hl‾‾‾
㌣買軒竿毒

≦′′ま

転′
;賢′平野雪率∨≡

云畠㌫三三㌫誠;汁
､′ ,r さ乍

ク ,-

_.㌦･_▲～

悪㌔`照盲
≡宣

茅∫ご㌢一さ 腰窪､､ っ勾

ご′′′=一〆虻ぺ.

某′ヨyくニ…"GSM形消火ポンプ

フート弁
(7mステンレス毒針寸)
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規で要求される装備,機器類のすべて

を備えた｢日立消火ボン70ユニット+

を開発し,製品の販売を開始した(図

1)｡

1.主な特長

(1)｢消防法+で定められた必要な菜備,

)充量計
フロー セル形)

呼水槽取付台

/ヾ-ス

図】 日立消火ポンプユニット

の夕十観及び構成

表l 日立消火ポンプユニットの仕様

機種

項目

屋内消火栓 スブリンク

設備用 ラー言支備用

三日火ポンプ 7召火ポンプ
ユニット ･ユニット

形 式 US-HA US-HA

口 径(mm≠) 40～100 100～150

出 力(kW) 2.2､･30 il～90

ロ土出+量(m3/min) 0.15-0.75 0.9--･Z.7

全揚程 〈m) 30-140 30▲-140

使用ポンプ形式 GMS-CH GMS-CH

機器業頁をすべて備えているので,消火

ポンプ回りの設計が容易になり,設計

工数を大幅に減らすことができる｡

(2)コンパクトにまとめたユニット品

であるから,据付面積が少なくて済み,

据付けも容易である｡

(3)標準の始動盤や一定時間ごとにポ

ンプを運転して,自動的に維持管理の

できる自動点検装置盤が別売附属品と

して用意されている｡

2.主な仕様

表1に主な仕様を示す｡

(日立製作所 商品事業部)
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日立低騒音モートルシリーズ

低圧かご形モuトルの低騒音化への

要求は,願書公害防_1L,作業環1尭改善

などの点から高まっており,需要は増

加している｡これに対処するため,中

容量機椎を中心にモートルの主な騒音

源である通風騒音の低i成のために,冷

却扇同国の構造諸元を改良し,標準モ

ートルで5～10dBの騒音低減を図った｡

また標準モートルより低い騒音レベ

ルに対しては,サイレンサ構造に関す

る新技術を開発して,従来よりi成音量

の大きいサイレンサを完成し併用した｡

書
図
l

日立低騒音モートル 70dB(A)=10

kW TFON-KK,4極,B形サイレンサ付)

サイ レンサは騒音レベルの大きいロ及気

部をi成育させるA形サイ レンサとモm

トル全体を覆うB形サイ レンサの2椎

葉頁とした｡二の結果,65,70,75,80

朋】仏)と5dBごとの低騒音モートル

シリーズを完三成した(図1)｡

1.主な特長

(1)標準モⅦトルとわく番適用がすべ

て同一である｡

(2)サイレンサ構造が簡単で,保守∴ミ(

検が容易であるなど｡

表l 主な仕様

項 目 イ士 様

外被保護構

造と形式

｢全閉外扇形

TFO-K,KK

TFON-K,lくK

電 圧

周波数

55kW以下200V50Hz又は200V60Hz

75kW以上400V50Hz又は440V60Hz

定 格 連続

E種又はF種絶縁考璽別

口出緑木数

3.了kW以下 3本

5.5kW以上 6本

(スターチルタ始動可能)

表2 65dB(A)シリーズのサイレンサ適用

(全閉外扇形モートル)

てモここ＼極致

出力忘讃鞠

2 極 4 極 6 極

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

ll B B A

15

柑.5

B B A

B B A B

Z2 B B A B

30 B B B B

3了 ≦B B B B

45

55

B B B B

B B B B

75 B B

B

B

B

B B A

90 B B ⊆B A

Bl10 B B B A

132 B B B A B

;主:AはA形サイレンサを,BはB形サイレンサを,

空欄は標準モートルと同様構造のものを示す｡

2.主な仕様･適用

表1に主な仕様を,表2に65dB仏)

シリーズのサイ レンサ通用を示す｡

(日立製作所 商品事業部)

日立空冷ヒートポンプ式パッケージ形

エアーコンディショナー(セパレート形)
最近,バッケ∬ジ形空調機に対する

市場の要求は,外観のデザインや,形

斗人及び機能に対して多様化の傾向を示

している｡これらの要求の一一環として

開発したセパレート形Uシリーーズは,

高性能,かつスリムな形の床置形で,

3機械(圧縮機出力1.5kW,2.2kW,

3.75kW)で構成されている｡

l.主な特長

(1)i令暖房能力は,高性能スリット フ

表l 主な仕様(セパレート形∪シリーズ)

ィ ン熱交換器の‡采用により,従来形よ

り 3～11%向上した｡

(2)入力当たりの冷暖ラガ能力は,従来

形より7～24%向__卜した｡

(3)着霜限界温度は,従来形より約3bc

低下し,除霜運転士頃度が減少した｡

(4)騒音は,室内外ユニット共に強弱の

風量切換えができるイ氏騒音設計である｡

(5)据付面積は,従来形より室内ユニ

ットで9～30%,室外ユニットでは22～

33%減少した｡

＼

＼
-
一 撃式(室内)l RP-212UAH RP‾3【2UAH RP-512UAH

項目(単位) 堅革車外); RAS-212CH I RAS-312CH RAS-5】2CH

冷房能力(50/60Hz) kcal/h 4.500/5′000 17′200/了.800

卜_了･400/8′200

t2,000/13′000

13′000/14.000暖房能力(50/60Hz) kcalホ‾ 5′000/5′600

ユ宝

ニ内
ツ

卜

幅×奥行×高さ mm 650×400×l′750

83 1 85

800×450×】.750

製 品 重 量 kg l10

AC3≠200V
電 )原

ACl≠ 100V 50/60Hz

AC3≠ 2(〕0V 50/60Hz 50/60Hz

ユ重

こ外
ツ

卜

幅×奥行×高さ mm 662×682×948 782×862×998

圧縮検 出 力 kW 卜5
1

2･Z 3.75

170

Z

製 品 重 量 kg
110l_

…

l AC3≠200V50/60電 衰

1rj

.w 黙そ
エー〆一灯‾㌦

(a)室内ユニット (b)室外ユニット

図l室内ユニット及び室外ユニットの夕慨

(6)キャピラリ チューブを用いた可動

部分の少なし-冷i束サイクルや,プリン

ト配線を採用し,信頼性を向上した｡

(7)工事の省力化を図った｡

(8)サービス性を向上した｡

2.主な仕様･ユニット外観

主な仕様を表1に,ユニットの外観

を区= に示す｡

(日立製作所 商品事業部)
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日立キュポラ用除湿機"Hl-DRIER”

鋳鉄i容解炉として代表的な設備であ

るキュポラは,熱源にコークスを使用

しているため,送風中の音左丘度が多くな

ると熱効率が‾卜がり､出揚はL度グ)低卜

や化学成分の変化などにより鋳鉄製品

の欠陥が増加する｡この問題を解ブ央す

るため,空気中♂)湿度をほほ､一定の低

湿度i或に一女志させる除ラム1王糊空調機を朋

党した｡杓二に,凶内では乾湿柑jの芹三が

二許しく,鋳鉄の品質ばらつきが大きい

ので本装i貰のi舌用が大いに其朋寺できるt,

なお本機は送風機の吸込側に設置す

る工業用除湿伐としても応ノーjできる｡

区II HD-300形日立キュポラ用除湿機

表l 日立キュポラ用除湿機仕様

項 員
形 式 HD 300 HD 400 HD 600 HD 800

キ ュ ポ ラ送 風量 m■ソ分 60 80 120 160

圧 縮 機 kW 10.8× 2 了.5× 4 10.8× 4 30,0ン(2

全入力(50/60Hz) kW 25.6/3【.6 37/43 57/69 78//90

外形寸法(幅×奥行×高さ) r¶ 3.20×2.10×2,45 3.60×2.20×2.60 4.10二く2.50:く2.60 4.50:く2.50:く2.40

製 品 重 量 kg 2′700 3′500 5′000 5′300

電 )原 AC200V,3≠, 50/60Hz

性 能
除湿前:乾球温度20へ330c,絶対湿度15､一23gノ′叶1

除湿後:乾〕球温度5-､10りC,絶対湿度5-一一9g/m‾1

1.主な特長

(1)綾数のJ上紙機をiん】1+生別御によI)自

動的に組みでナわせて運転するため,経

1月的である｡

(2)バッケMジ形であるため,据付面

積が′トさく,かつ低騒二汗である｡

(3)送風湖度が-一兎三となるため,鋳鉄

材質グ)ばらつきが少なく,ブナ品性の変化

による装入悦材料の配丁汁ヒの変更は不

安であるt,

(4)多湿期におけるテル,酸化,引け

や吹かれによる巣不良,機軸如てJ竹三質の

劣化などがド方1Lできる｡

(5)熟効確言の向上に伴って,爪音毅f比性

が_卜昇するので,コ”クスグ)使用量を

低i域することができる(1,5000c以上の

高結ん溶解の場介,除i占え量7～20g/m3の

とき平〕句のコークス比1～3%の低減が

吋能である)｡

2.主な仕様

二‡ミな仕様を表lに,外観を図1にホす｡

(日東製作所 商品･1i裳部)

日立低騒音架空送電線

架空送電線の大サイズ,多ノ導体,多

回線化などにより,強風時(主に10m/s

以卜)に架アた送電線路から異様なうな

りが発生する場合があった｡

日立電線株式会社はこの和の騒音の

実態を把握し,架空送電線の騒音レベ

ルをイ氏下させ■る装置を開発し,これま

で810mⅡ12sTACSR(高j導電性鋼心耐熱

アルミでナ金よr)線)をはじめとして,

騒音のi則定から納入及び収付工事まで

を含め,数件の納入実績がある｡この

風音は風胴実験結果によれば,任力風

音であー)電線後流.に形成されるカルマ

ン渦と密接な関係があることが分かっ

た｡

i充れの中に電線が帯かれると区‖ に

示すように電線の表面から流.れのはく

離が生じ,その下ラ充に渦が形成される｡

この電線表面からの渦放出に伴う圧力

変動がJ軋洋の要凶となるので,電線表

面に突起を付けるとか,断面を流線形

に近づけるなどしてはく離点を後方に

ずらし,後流のエネルギーを小さく し

て風音を低1ヾさせることができる｡

82

図1 カルマン渦(尺e=lX103)
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■て⊃
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160mm2ACSR

(低騒音電線)
160mm2ACSR

暗騒音

50 100 5001,000

け3オクターブバンド中心周波数(Hz)

図2 低騒音電線の周i度数特性

本装置はこのような観点から架空送

電線の良子方向に丸根をスパイラ【二状

に所;三のピッチで一巻き付け,電線断面

形状を変化させることにより10～15dI∋

!き篭1盲-一l-ミhを!をミモミミ…ミ◆～′′き芸i
竃
主
青
も
!
享
!
ミ
ミ
竃
-
妄
タ
ー
を
,

図3 馬毒害防止装置の取付二状況

騒去ニレベルを低i域させるものであるい

図2に本装置の周波数特性の一例を,

図3に取イ十状態を示す｡

([丁上二電線株式会社)




